

















Dual Community in Urban Fringes in the Developing Eastern Seaboard of China













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































⑦ 孟家自宅 ( 娘が利用 )。部屋30m2。
⑧ 孟家応接間兼物置。部屋30m2。


















































































































１） 本稿の調査内容は，平成20～22年度日本学術振興会科学研究費研究補助金 基盤研究Ｂ 研
究課題「大規模開発にともなう中国の都市近郊地帯における地域再編」（課題番号20320129，
研究代表者 季増民）の研究成果の一部である。本稿の研究に関連した内容については，すで
に「中国東部沿海開発地域における開発と人口流入―江蘇省昆山市における工業化と地域人口
構成の変化に関する事例を中心に―」（『椙山女学園大学研究論集 社会科学篇』第41号 1‒17
頁 2010.3）と「中国昆山市張浦鎮張浦村の聴取調査ノート」（椙山女学園大学『文化情報学部
紀要』第９巻第２号 103‒114頁 2010.3）にも発表しているので，参照されたい。
２） 昆山市張浦鎮志編纂委員会編『張浦鎮志』（1992年７月刊）１～３頁参照。
３） 農業請負制の実施の際の土地の配分については，１生産組織の総面積を，老人，赤子も全て
人数に加えた総人口で割って面積を決めた。本調査対象地の張浦村では，第１回の農地配分が
1982年10月に，また第２回の農地配分が1998年７月に実施された。張浦６組の場合には，１人
当たりの配分面積は，第１回の配分では0.95ムー，第２回の配分では0.5ムーであった。
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中国東部沿海開発地域における都市近郊農村の二元的社会構成
４） 1975年に張浦鎮が最初の会社を張浦村に設立した。それは，プロパンガスボンベを製作す
る昆山鉄瓶会社工場で，従業員数は最高424人であった。その後，1978年に織物会社，翌1979
年に建築会社，プラスチック会社，おもちゃ会社，それと印刷会社が，いずれも村内に設立さ
れた。その後も鎮が企業を設立したが，現在はいずれも民間に払い下げたり，閉鎖されたりし
ている。
５） 張浦社区役所内の掲示資料による。
６） 現在，張浦社区の共産党員は91名である。党支部役員の選出の方法は，まず党鎮支部の関
係者が社区にきて聴取の上で６名以上の候補者を決める。その候補者全員の名前が印刷された
投票用紙の中から，支部党員が５名に印をつけて投票する。その投票結果のうち得票が50％
以上の候補者の中から，鎮の党幹部が党支部の役職者を決める。党支部役職者の任期は３年で
ある。
